
平成21年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

平成21年３月10日（火） 

                                           

（午前９時31分 開議） 

○議長（中上良隆君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

しております。 

                     

○議長（中上良隆君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中上良隆君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において11番 岩田君、

23番 井上君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（中上良隆君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番８、23番 井上君。 

〔23番（井上勝彦君）登壇〕 

○23番（井上勝彦君）皆さん、おはようござ

います。議長の許可を得ましたので、23番 井

上勝彦、トップバッターで一般質問をさせて

いただきます。２日目ということでございま

す。 

 私は、今回は、地域福祉の推進についてと

いうことでお尋ねをしたいと思います。きの

うも同僚議員の中で、22番の楠本議員も地域

包括支援センターの相談機能の強化について

ということで、一般質問をされましたけれど

も、私は地域福祉の推進ということでありま

す。 

 本市におきましては、私たちの近所を見回

してみても、高齢者のひとり暮らしや高齢者

だけの世帯が増えてきておると思います。ま

た、核家族の増加や、マンションなどでは隣

の人の顔も知らないなど、昔ながらの近所の

つながりや声をかけるといったことが、少な

くなってきているように思います。 

 このような中で、高齢者や障がい者、子ど

もに対する虐待、引きこもりや孤独死といっ

たさまざまな問題が増加しつつあります。 

 そこで本市におきまして、新しい取り組み

として、行政と地域、地域で活動する各種団

体が一体となって、その解決に向けて取り組

むことが大事であると考えます。高齢者にな

っても、障がいがあっても、だれもが住み慣

れた橋本市で、地域で安心して生活を送るた

めに、ご近所の皆さんと助け合い、支え合っ

ていけるまちづくりを推進していくことが大

事であると考えます。そこで、次のことをお

尋ねいたしたいと思います。 

 本市におきましては、高齢者のひとり暮ら

しの方々の人数と、高齢者世帯はどれくらい

になっているのかお尋ねをいたします。 

 ２番目につきましては、障がい者の方々の

60歳以上の人でどれぐらいの人が仕事につい

ておられるのかお尋ねしたいと思います。 

 ３番目につきましては、今後新しい取り組

みとして、公民館とか文化センターを中心と

して、地域の方々や団体の方々と連携をして、

上記に述べたような取り組みを推進していく

考えはあるかどうかお尋ねいたしたいと思い

ます。 

 ４番目につきましては、近く広域ごみ周辺

整備計画が出され、その中で売店とか浴場が

建設されますが、そこで高齢者や障がい者の

方々が、コミュニティバスを使って地域の

方々の推進の場として、広く利用できるよう
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な形でいけたらいいなと思っておるわけでご

ざいますが、そういった点につきましてもお

伺いをしたいと思います。 

 ５番目につきましては、本市では既に、ほ

かでもあるわけなんですけど、特に伏原及び

名古曽の地域の文化センター内で、健康福祉

会館として、ヘルストロンとかマッサージ器

等を取り入れ、地域のコミュニティの場とし

て広く市民の方々に喜ばれております。今後、

地域福祉の推進の場として、こういった施設

を利用して市内の集会所等を利用して、でき

るならば10箇所ぐらいに増やして、そして、

地域のお年寄りや障がい者の皆さんが安心し

て暮らしていけるようなそういうコミュニテ

ィの場をつくっていくことが大事であると考

えますが、その点についてお尋ねしたいと思

います。 

 私は、この地域福祉の推進ということにつ

いて、なぜこの質問をさせていただいたかと

いいますと、本市でも総合福祉センターが建

設されようとしている中で、そういった一つ

の地域地域でのネットワークづくりをつくっ

て、そこで横のつながりをつくっていくこと

が、非常に大事であるかと思うわけでありま

す。そういったことで、これからの橋本市の

そういった福祉のそういう推進について、５

点を質問させていただきたいので、できるだ

け私の質問につきましては、通りいっぺんの

答えではなくて、前向きなお答えをいただき

たいということで、質問席ではこれぐらいに

いたします。あとはまた、自席で質問させて

いただきます。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）おはようございます。

大変雨が多いわけですが、きょうは久しぶり

にいい天気で、実は市内の中学校の卒業式で

大変喜んでおります。これも先生方のお力だ

と感謝を申し上げておきます。18日には、小

学校の卒業式が行われるわけで、またよろし

くお願いいたしたいと思います。 

 でははじめに、井上議員のご質問にお答え

をいたします。 

 公民館としましては、高齢者の方々のコミ

ュニティの場を提供できる取り組みをいくつ

も行っております。例えば、恋野地区公民館

の三世代交流会といった高齢者の方々と、小

学生・幼稚園児が交流する場であったり、隅

田地区公民館では、介護教室実行委員会が介

護施設を訪問したり、また高齢者と地域の幼

稚園児との交流の場もつくっております。ほ

かにも他地区公民館では、高齢者を中心に詩

吟、大正琴、コーラスといった趣味の教室と

かサークル活動を活発に行っております。 

 また地域の実行委員会が中心になって企画

される「ふるさとよいとこさがし」、紀見峠ふ

るさと展望、歩行者天国、「ふれあって！せい

ぶ」、夏祭り、作品づくりといったイベントで

は、地域の高齢者の方々をはじめとして、子

どもから大人まで多数集える場をつくってい

ただいております。 

 公民館としては、これからも地域の方々の

連携をしながら、地区公民館の実情に応じて、

施設の有効利用をはじめ、現在の取り組みを

さらに充実させていきたいと考えております。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）広域ごみ周辺整備

計画の利用についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 現在建設中の広域ごみ処理場周辺において、

地域活性化、嫌悪施設のイメージ払拭を目的

として、農産物直売所、ごみ処理場の余熱を

利用した温浴施設、多目的広場等建設を計画
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しております。 

 今後施設の詳細設計を行いますが、設計に

あたっては、和歌山県の福祉のまちづくり条

例に基づき設計を行い、高齢者や障がい者の

方々にも安心して施設を利用していただける

ようバリアフリー化による設計に心がけてま

いりたいと考えております。たくさんの方に

も利用していただくことで、地域の活性化に

もつながりますし、また小さな子どもから高

齢者まで幅広い層の方々に利用していただく

ことで、世代を超えた新たなコミュニティの

場として利用していただけたらと考えており

ます。 

 また施設利用者、特に移動手段を持たない

高齢者、あるいは障がい者の方々の移動手段

として、施設が完成すれば現在運行している

橋本コミュニティバスの西ルートに新ルート

として組み入れることは可能ではないかと考

えております。今後、市民の利便向上のため、

橋本コミュニティバス検討委員会に新ルート

案として諮っていきたいと考えています。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）市民部長。 

〔市民部長（岸田茂利君）登壇〕 

○市民部長（岸田茂利君）文化センターにお

ける地域福祉の推進につきましては、議員ご

承知のとおり国が定めた隣保館設置運営要綱

により運営をしておりまして、その要綱の設

置目的の一つに、福祉の向上を図るとされて

おります。 

 市内４館ある文化センターでは、この目的

に沿って高齢者向けの事業等に取り組んでお

ります。事業内容は、センターにより若干の

違いはありますが、特に独居老人家庭を月１

回訪問して、事業参加を呼びかけたり、相談

や悩み事がないかなどを声かけをしながら安

否の確認をしております。 

 また、生活に最も重要な食事につきまして

も、高齢者が簡単につくれる調理教室や高齢

者の生きがいつくりと認知症予防のための絵

手紙教室・小物教室や健康維持増進のための

健康教室などを行っており、ご提案の地域で

助け合い支え合えるまちづくりの推進に努め

ているところですので、ご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（森本健二君）登壇〕 

○健康福祉部長（森本健二君）ひとり暮らし

の高齢者の人数及び世帯数のご質問にお答え

します。 

 本市のひとり暮らしの高齢者は、平成20年

３月末現在の住民基本台帳によりますと

2,635名、高齢者の世帯数は2,350世帯であり

ます。 

 次に、60歳以上の障がい者の方々で、どれ

くらいの人が仕事についているかとのおただ

しについてお答えします。 

 平成18年９月に身体障害者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳を所持しているすべ

ての障がい者・障がい児を対象に橋本市障が

い福祉サービスに関するアンケート調査を行

いました。その結果、身体障がい者につきま

しては、2,863人中1,931人の回答があり、そ

のうち60歳以上の方は、1,476人でした。 

 就労就学状況に関して、ふだんどのように

過ごしているかとの問いに対して、60歳以上

の方で、正規社員やパート等、授産施設等何

らかの形で働いている人は91人でした。これ

は、回答のあった60歳以上の方1,476人に対し

て6.17％にあたります。 

 知的障がい者につきましては、350人中226

人の回答があり、そのうち60歳以上の方は24

人でした。この中で、パート等で何らかの形

で働いている人は３人でした。これは、回答

のあった60歳以上の方24人に対して12.5％に

あたります。 
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 次に、精神障がい者につきましては158人中

105人の回答があり、そのうち60歳以上の方は

22人でした。この中で、授産施設等で働いて

いる方は２名でした。これは、回答のあった

60歳以上の方22人に対して9.09％にあたりま

す。 

 最後に、身体・知的・精神障がい者を合わ

せると、3,373人中2,262人の回答があり、そ

のうち60歳以上の方は1,522人でした。この中

で、何らかの形で働いている方は96人で、こ

れは、回答のあった60歳以上の方の合計1,522

人に対して6.31％にあたります。 

 次に、地域福祉の推進の場として、市内の

集会所等を利用していかがかとのおただしに

ついてお答えします。 

 既に、伏原及び名古曽地区の文化センター

で健康機器を設置し、市民の方に喜ばれるこ

とは十分に理解しております。文化センター

については、議員もご承知のとおり、これま

でに至る経過がありますので、このような事

業運営を集会所等に拡大することは難しいと

考えます。 

 現在、地域では高齢者を対象に地域ふれあ

いサロンを、集会所や公民館で開催し交流活

動を活発に行っていただいており、また民生

委員によるひとり暮らし高齢者等の見守り等、

地域福祉の一端を担っていただいております。 

 今後、生活の拠点である地域において、こ

のような事業の充実・拡大を図っていくこと

が、地域住民が高齢者や障がい者とのつなが

りを持って、お互い助け合い、ともに支え合

って生活のできる重要な基盤づくりにつなが

りますので、今後も積極的に推進してまいり

たいと考えています。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君、再質問

ありますか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）ご回答をそれぞれいた

だきましたのですが、まず教育長にお尋ねを

したらよろしいのかな。例えば高野口の公民

館、役場跡地ですね。そこに公民館と福祉関

連施設と複合で、まずということで建設され

たんですが、高野口の公民館の福祉関連施設

のほうではどういう活動をされておりますか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）今議員おっしゃっ

たように、高野口については福祉機能をあわ

せた、そういった地区公民館としての成り立

ちがあります。そこでは、エクササイズの関

係のステップやら、エアロビクスマット、そ

れから、全自動の血圧計、デジタル身長計、

それから、車いすの２台の設置、それからマ

ッサージチェアを２台設置といった部分で、

福祉機能をあわせ持った公民館としての成り

立ちで運営がされております。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）今、そのだいたいの利

用状況はどんなもんでございますか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）ちょっと詳細は把

握はできてないんですが、今そういった機材

を収納する倉庫から近くに会議室がございま

す。そこのところで、主にそういった部分の

健康機材を使っての、高齢者の方々がそうい

った部分で利用されておるという状況でござ

います。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）利用状況が把握されて

ないということは、もう１年たつわけですけ

どね。今言われたような活動を月別にどうい

うふうな利用されておるかというのを把握で

きてないんですか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）ちょっとしばらく

お待ちください。ちょっと手元に資料がござ
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いますので、ちょっと探せていただきたいと

思います。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）それは、後で結構です。 

 先ほど福祉部長から公民館等々については、

いわばそういうマッサージとかヘルストロン、

そういう考えはないという答弁でありました

けど、既に高野口ではかなりの利用者もおる

し、後でまた聞きますけども、そういう高野

口公民館に福祉関連施設が複合で、もちろん

やられたわけなんですけども、公民館の中で、

そういった高野口のいい部分があれば、公民

館の例えば恋野、隅田、西部といったそうい

う公民館に、そういったネットワークづくり

ができんことない。それを、今後公民館とい

うのは、全然機能が違うのでできませんとい

うような答弁では、具合が悪いと思うんです

けども、なぜほな高野口公民館に福祉関連施

設ができたんだということになるわけで、私

の言っているのは、今後そういう高齢者や障

がい者、健常者と一緒に、やはりネットワー

クづくりをしていくという意味においてお尋

ねをしておるわけです。それが一つです。 

 それから、後の高野口の公民館の利用状況

をお返事いただいた後にまた質問をさせてい

ただきます。 

 次に移ります。今、文化センターの部長が

説明されましたけども、これの地域での名古

曽、伏原での今までの利用状況というんです

か。それから、ひとり暮らしに対して、どの

地域まで回られてどれだけの成果があったか、

そのことをちょっとお尋ねします。 

○議長（中上良隆君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）それでは、ひとり

暮らしの高齢者訪問事業の一例をご報告させ

ていただきます。 

 伏原文化センターにおきまして、平成19年

度では延べ55回、それから20年度ですが、ま

だ２月締めなんですけども、だいたい42回。

それから来年度予定しておりますのが、44回

ほどのひとり暮らしの高齢者等を訪問させて

いただきまして、文化センターへの事業への

参加、あるいは相談事はありませんかとか市

役所への用事等をお尋ねして、高齢者のため

の安否を確認という格好ですか、いうことを

やっていただいております。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）部長全く把握されてな

いということは、僕はよくわかるんですけど

もね。名古曽もどこからどこ、どことどこと

を回って何軒ぐらいがというはわかりますか。 

○議長（中上良隆君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）済みません。名古

曽の資料を今持っておりませんので、調べて

後ほどご報告させていただきます。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）福祉というのは、やっ

ぱり、それ私が提出した資料やと思うんです

けども、やっぱり一般質問するんですから、

各４館を回ってきちっとした利用状況とか、

どの地域をどのように回っているかというこ

とをやはり、文化センターというのは、部長、

正職じゃないんですよ。アルバイト、それか

ら嘱託職員が毎日汗をかいて一生懸命、地域

福祉のために頑張っているんですよ。 

 今部長、おっしゃりましたけど、これは独

自で文化センターの、例えば70歳以上のひと

り暮らしの高齢者を対象に、閉じこもり状態

にせず社会参加を促す場を提供させることで、

ひとり暮らしの活性化を図り、元気な高齢者

になることをめざすと。お宅へ訪問をして、

ひとり暮らしですよ、一人世帯、そこへ声を

かけて、毎月１回２回程度、そういったもの

をやりながら、相談事も毎日受け付けている

わけなんですよ。市役所への用事があったら、

私たちまた行きますよということで窓口にも
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なっております。 

 それから、高齢者のための介護予防、これ

は月１回程度、高齢者のための教室というん

ですか、そういうのをやっています。それか

ら手芸ですね、お年寄りとかそういった元気

というか手や体を動かすために手芸もやって

いますね。そういうことで、日常やっておる

わけなんですけども、私の言いたいのは、こ

の文化センターというのは、部長、いっぺん

名古曽にも行ってきてくれたらわかるけども、

高野口では高尾城てありますね。知りません

か。伊高通りの横に。北名古曽、広いんです

よ。それから、名倉10区Ａの区、Ｂの区、Ｃ

の区というのがあるんですよ。ＡＢＣとある。

名倉ね。そういうところへ、地域の文化セン

ターが高野口の高尾城といったら70軒ぐらい

あるのかな。そういう北名古曽、それから10

区ＡＢＣ、これで精いっぱいであると。それ

だけ、ずっとひとり暮らしのところを回られ

ておるわけなんですね。部長、把握されてお

りませんと思いますわ。ほんでに、伏原の文

化センターも、１区・２区・長谷工マンショ

ン165軒あるけど、そういうところへ、文化セ

ンターを中心にした地域全体のひとり暮らし

のそういうところへ毎日、毎日というか、月

１回、２回、横になって倒れてないかいなと

いうことで、しんどなったらお医者に行くの

に連絡してくださいよということで、結局一

生懸命やられておる。そういうのが、福祉部

長、福祉課がこれを把握していますか。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）申しわけござ

いません。福祉センターの中の活動内容につ

いては知りません。そこまでは知りません。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）私は、そういう文化セ

ンターを一例を挙げてお話しをしとるわけな

んで、福祉というのはやはり横のつながりが

大事であると。教育委員会は教育委員会で、

要するに恋野地区公民館いろいろな活動して

います。市民安全課は文化センターやから、

そこでまたそれぞれの活動をしています。し

ていますけども、実際に、地元ではやってい

るけども、肝心の本部では把握してないと。

横のつながりも全然ないと。こういうことで、

橋本市の福祉が一体それが本当であろうかと

私は不審に思います。福祉そのものが。ほん

でに、きのうも楠本議員もそういう包括支援

センターというものを中心に質問されており

ましたけども、結局福祉というのは、お金は

かからないですよ。お金をかければ、施設を

つくって、私は12月にもさしていただいたけ

ども、施設へ、要するにつくって老人、お年

を召した方々を施設へ、老人ホームとか特別

養護老人ホームへ行かざるを得ない方も、そ

ら中にはありますけども、それよりも在宅で、

そういった障がいを持った方とかお年寄りの

方のためのそういう地域と連携をして、そし

て地域の方のボランティアも含めて、支え合

いをしていくという、そういうようなネット

ワークづくりが大事であるんではないかとい

うことを質問させてもらっています。 

 そういう中で、縦割り行政の中で各それぞ

れのところでいいことをやってもらっておる

んですが、それが把握できてないというとこ

ろに問題があると私はそう思うんですが、そ

の点について、いっぺん副市長、福祉につい

てどう考えているのかちょっと答弁願います。 

○議長（中上良隆君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）橋本市の福祉全般に

ついて、いろいろと問題点をただ今ご指摘を

いただいたかと思っております。やはり福祉

部門だけではなくて、いろんな関連の中で、

市全体の状況をネットワークをつくって、ど

うしていくかということを情報を共有しなが

ら進めていくというのは、非常に大切なこと
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であると思いますので、今後何らかのそうい

った横のつながりを持てるようなネットワー

クづくりといいますか、そういうものを考え

ていきたいと思います。 

○教育次長（西本健一君）先ほどは失礼いた

しました。高野口公民館の福祉の相談件数の

掌握をしておりますので、報告いたします。 

 保険年金課、それから介護高齢課、福祉課、

健康課等の昨年の４月からの相談件数なんで

すが、４月の開館の時点では91件、これは１

日平均3.6でした。それから、５月が開館日数

が24日で39件、１日平均については、４月が

3.6ですが、５月が1.6、６月が1.5、それから

７月が1.2、８月が1.0、９月になりますと0.8、

今年の２月ですが、0.4、年間の開館日数です

が、まだ３月は集計していませんが、265日の

うち１日平均1.2といった状況でございます。

健康器具等を使った状況というのは、そこま

ではちょっと把握ができていない実情です。 

 どうもご提言ありがとうございました。 

○議長（中上良隆君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）済みません。先ほ

ど、答弁保留させていただきました名古曽文

化センターにつきましても、独居老人等の支

援対策事業という格好で、ひとり老人の家庭

への訪問を月１回程度、毎月やっていただい

ております。 

 それから、名古曽文化センターとご指摘の

ありました伏原文化センターについては、そ

ういった健康器具等を置きまして健康増進に

も努めていただいておると。  以上です。 

 それから、先ほど私演壇でも申し上げまし

たけども、高齢者が文化センターへ出向いて

いただいて、いわゆる食事、調理教室である

とか、高齢者の生きがいづくりと認知症予防

のための絵手紙教室であるとか、議員が先ほ

どおっしゃっておりました手先を使った小物

教室等、こういった事業もやっておりまして、

独居老人に対する目的も先ほど議員がおっし

ゃったとおり、70歳以上の独居老人に対して、

閉じこもり状態にさせずに社会参加を促す場

を提供させることで、独居老人の活性化を図

り元気な高齢者になることをめざすという、

こういった目的のために種々やっていただい

ておるところであります。ただ４館文化セン

ターありますが、旧橋本地域の岸上文化セン

ターと原田文化センターについては、まだそ

ういうところまで至っておりませんが、館長

会議等でそういった話も出ておりますので、

今、今後に向けて実施するよう検討中である

というふうに報告を受けております。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）まだ１年余しですので、

しかしそうした優秀な嘱託職員も入れてやっ

ているわけで、そういった公民館とそれから

あるいは文化センター、あるいは福祉課、介

護高齢課、そういったものが、今副市長が言

われたように、集約というんですか、どの館

でどういうふうな取り組みというのは、非常

に活発にやられているとこもたくさんあるわ

けなんで、私はそれを否定はしてません。そ

れぞれの館でそれぞれの場所で一生懸命取り

組んでおられます。それが、やはり本部につ

いては、役所のそういった包括支援センター

そのものでも把握はされてないと。そこのと

ころにやはり問題があると。これから、副市

長が言われたように、そういったものを集約

して、福祉の関連の施設については、こうい

うこともこういうことも、ここではこういう

ふうにやっていますよということをやっぱり

十分把握をして、よいところについてはやっ

ぱり広げていくと。私は、お金はかからない

というのは、文化センター、部長先ほどあり

 以上です。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 
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ましたけど、これは一銭もお金、補助もらっ

っていませんよ。関連事業というのはやって

いますけど、100万円の委託金、いろいろな事

業をやっている中で、教室とかそんなもんも

やっているわけです。１年間100万円ですね。

それで、いろいろお花もやり、何もかも皆や

っていますけども、そういう福祉の、要する

にお年寄りや障がい者が月１回、２回訪問す

ることによって安心をされるわけです。何か

あったときも相談もあるわけです。お金をか

けることも大事なんですけども、そうじゃな

くて、やはり心のつながりというものはやっ

ぱりお年を召した独居老人については特にそ

ういうことが、待ちこがれておるわけなんで

す。人の出入りがないから。例えば、民間の

団体でも、昨年も寝たきりのお年寄りとか障

がい者の方々、重度、比較的ご家庭におられ

る方を中心にして、民間の団体とか民間の介

護福祉士とかヘルパーとか看護師、介護士、

看護師、そういうボランティアの人がたくさ

んおるわけで、去年もそういう方を対象にし

て、例えば伏原の体育館、今、東部体育館て

昔いうてんけど、伏原体育館になっています

けれども、そういうことを中心にしてイベン

トもやりました。このイベントには、何十人

という人がかかるんですよ。そのイベントす

るために。私らもお手伝いさせてもらいまし

た。同じ同僚の土井議員も楠本議員も参加さ

れまして、一緒に障がい者の人を車いすで押

してやりましたけども、「ふるさとをくださ

い」という映画、これ、橋本市ではじめて上

映やったんですよ。「ふるさとをください」て。

知ってますかな。和歌山で封切りをして、橋

本市ではじめて「ふるさとをください」とい

う障がい者の結婚の映画の試写会を、お年寄

りとか障がい者の人に見てもらったんですよ。

そのスタッフ、たくさん要ります。そういう

ことで、地域福祉というものは、そういった

市の職員だけでは到底できません。きのうも

市長も言ってましたけども。それは、もちろ

んそうですけども、そういった連携ですね。

地域のそういうボランティアの方々とか、地

域の方々とか、それから行政とが一体となっ

て進めていくことが、福祉のまちづくりの一

番重要なところになるんです。と僕は思いま

す。そういうことをちゃんとやっぱり、横の

つながりを何回を言いますけども、横の連携

を持って、そしてやってもらうということを

ちゃんとつくってほしいと。本当の福祉のネ

ットワークづくり。そうでなければ、総合福

祉センター、大きな何十億のをつくっても機

能しないんです。ですから、入れ物をつくる

までに、きちんとした地域地域のネットワー

クづくりをしてやっておけば機能はするわけ

です。そういうことでひとつよろしく。 

 集会所とか、そういう空き施設があちこち

にあるわけで、そういうところへ市長、市民

の皆さんは、例えば、信太地区には農業構造

センターといって広い入れ物あるんやけども、

空き家や。あこ使こうたらええのになと思う

ところあるんです。そしたら、やっぱり信太

地区はちょっと遠いさかいに、高野口まで遠

いので、信太地区は信太地区で１箇所そうい

うヘルストロンとかを、百姓が終わってから

ちょっとやっぱりしたいよというて、ものす

ごい声が大きい。隅田のほうでも土井議員が

よく聞かれるらしいですけども、そういうの

はやっぱりつくってほしいよという声がある

んですよ。ただものすごく、お金あんまりか

からんし、集会所と僕書いてあるんだけども、

集会所以外のところでもいいんやけども、今

サロンやられている学文路とかそういうとこ

ろもあるんですけど、比較的広い場所でヘル

ストロンなんかでも、マッサージ器なんかで

今10万円以下であるんですよ。ジョーシンへ

行けば安くであるんですわ。ほんでに、ヤマ
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ダ電機もあるし、地元の電機屋通じて、平林

君きょうはおらへんさかいええけど、おった

らまた怒られるさかい。そういうことで、10

万円以下であるので、３台とヘルストロンも

今20万円そこそこであると思いますわ。入れ

たって100万円ずつ10箇所つくったって1,000

万円ですわ、市長。そういうのをやっぱり目

に見えたものをやっていくということが、や

っぱり僕は、市の行政サービスというんです

か、そういうのがやっぱり市長の得点になる

と思うんです。得点。そういうのをやっぱり

何箇所かつくってあげたら、そりゃまあポイ

ントが上がるんですわ。それをやってもろた

らええなと僕は思うんですよ。それが、もの

すごく声が大きいんです。ほんで、ほかの議

員さんも皆、井上おまえしっかり言うて、地

域地域に入れてもらうように言えよというこ

とで、朝からもけつたたかれたんですわ。そ

んなことで、やっぱりお金のあんまりかから

んように、目に見えたことをやる。それをや

っぱりしてほしいなと僕は思うんですけども、

一気にはいかんけども、例えば、子ども園て、

市民はよう、子ども園を四つを五つにして、

4,000万円浮いた、行政改革で、その中の1,000

万円は、こういうところの高齢者にこう使い

ますということをやれば、隅田のほうも納得

する。なるほどと。なるほどなとこうなるん

ですわ。目に見えたことをせんと、どこに使

うたんやらさっぱりわからんて、4,000万円、

おい四つにしたけどやな、要するに4,000万円

どこに使こうたんやら、さっぱりわからんな

ということになったら市民は不安になるんで

す。そういうことで、この4,000万円のうちの

1,000万円は５箇所へこういうふうにつくる

よと、子どもや障がい者やお年寄り一緒に遊

べる場所、マッサージもできるようにします

よというようなことで考えていただいたらえ

えんと違うのかなと思うんですけど、市長ひ

とつよろしく。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）井上議員の再質問にお

答えしたいと思います。 

 本当に福祉の深みといいますか、際限がご

ざいませんで、非常に現在は22％ということ

ですが、間もなく４人に１人はという橋本市

の現況、未来は３人に１人というぐらいのこ

とが想定されるわけでございますし、非常に、

既に人によっては、個人でどんどんと壮美と

か自分の体力づくりをしておるのが大分見か

けるわけでございますが、個人で全部しなさ

いということは、これは無理なことでありま

すので、やはりお説のような拠点拠点に、こ

れは地域住民の盛り上がりということが、そ

の熱意を示していただくと、陳情を全部しな

さいよとは言いませんけれども、それによっ

て、やっぱり地域のぬくもりというか盛り上

がりでなにしますと、それ使おらやというこ

とになるのですが、こっちから据えてどうぞ

使こうてよというたら、これ何でよというよ

うな程度になってくるおそれもあるので、ひ

とつ慎重にしてまいりたいと思うわけでござ

いますけれども。 

 私がいつも申し上げているように、広域ご

みもいよいよまとまってきたわけであります

が、橋本市のごみの焼却のすべての経費が７

億3,000万円ということがしみ込んどるんで

すよ。私の頭の中には。それで、３割ぐらい

減らせるん違いますかと。そうしたら、２億

円近く減るわけやから、私はそれが目標に持

っておりますので、これ１年ぐらいではいか

んと思うんです。そんなんで、２億円減らせ

れば、１億円は高齢対策に向けての、１億円

近く器具を買えば、これはもう戸ごとに渡せ

るぐらいの金額になってくるんやないかなと

いうぐらいのものでありますし、また１億円
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は子育て支援に向けていく。これは、きっち

りと数字で、今度計量全部もちろんしますか

ら、どれだけ軽減できたということで、パッ

カー車も何台も計画的に減らしていけるとい

う数値が出ますからね。出たときに、今度発

言してください。減ったのにどうよと。そう

いうことで、目標を掲げてございますので、

今度28日にも強く「花と緑のリサイクル事業」

でそのことを中心に展開してまいりたいと思

いますので、お話は十分バラ色の人生という

のはそこにありということを聞かせていただ

きましてありがとうございました。 

○議長（中上良隆君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）ごみの減量に頑張って

できるだけ早くそういう皆さんの声の期待に

沿えるように、市長さんよろしくお願いをい

たしたいと思います。 

 最後に、ちなみに、来てくれるやら来てく

れんのやらわからんというようなことが市長、

ありましたので、一応、一例を挙げてみます

けども、デイサービスセンターですね。例え

ば、ふれあい館の利用状況なんですけども、

17年から18年、19年度、20年度とあるわけで

すけども、だんだん増えてきまして、４月か

ら３月までの集計を一応市長ところに届いて

いるかと思いますけども、だいたい年間１万

3,677名、これは17年度、18年度が１万3,492

名、19年度で１万4,315名と、だんだんと利用

度が多くなってきておる。だいたい40歳から

50歳、60歳、70歳ぐらいまで、80歳になった

らちょっとよう来んみたいですわ。70歳まで

の方々が多いんですわ。そういうことで、か

なり利用度が高いということを一応この例で

出てきていますので、何箇所かつくってあげ

たら、非常に、これが全部が全部とは言えま

せんねけど、健康生きがいづくりということ

で、目に見えたことではないかなと。皆さん

も非常に喜ばれておるということです。それ

が、市長、コミュニティの場になるんですよ。

それで、コミュニティの場として、ほんまに

隣近所がお話が少なくなっているところへ、

こういう場所があれば、みんな寄って来て、

いろいろと男の人も女の人も、中年の人もお

年寄りも話し合いをする場所として使われて

おるということが、和気あいあいと知らない

人でも知り合いになっていくというんです。

そういうようなことで、非常に一つのコミュ

ニティの場として、地域の地域におかれたそ

ういう地域地域での福祉というものが大事で

あると、私は、そういうふうに、これは実績

として平成７年度からやっていますけども、

僕が町会議員のときに、必死になってこれや

った、モデルとして、和歌山県で記憶ではは

じめてでしたね。これ、やっているの。どこ

もないと思いますわ。これが、実績としてあ

るんですから、お金がかからんのやから、い

いことは進めていくということをやはり橋本

市においても、住みよいまちやと、安心して

住めるまちということにするためには、こん

ないい実績があるんです。病院費、医療費の

削減にもつながっていますね。薬をもらいに

行かないんですよ。行かないです。少なくな

っているんです。そういうことも含めて、ご

提案させていただいておきます。 

 市長さん、ご答弁いただきましたので、楽

しみにしておりますので、ひとつこのことを

再三にわたって言わないでも、黙って、あこ

にもできた、ここにもできたというように楽

しみにしてますので、ひとつよろしくお願い

をいたしまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中上良隆君）これをもって、23番 井

上君の一般質問は終わりました。 

 この際、10時40分まで休憩いたします。 

（午前10時25分 休憩） 
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